
学位論文

Doctor's Thesis 

LD78s (ヒト MIP-lα 変異体)の CCR5結合と R5

HIV-l増殖阻害に重要なアミノ酸残基の同定

(Identification of Amino Acid Residues Critical for LD78s， 

a Variant of H Ulnan Macrophage Inflan1matory Protein-lα， 

Binding to CCR5 and Inhibition of R5 I--Iuman 

Immunodeficiency Virus Type 1 Replication) 

宮川 寿一

Toshikazu :N1iyakawa 

指導教官

満屋裕明教授

熊本大学医学研究科

脳・免疫統合科学系免疫病態学講座

2002年3月










































































































































	表題
	Table of Contents / 目次
	1) 要旨
	2) 発表論文リスト
	3) 謝辞
	4) 略語一覧
	5) 研究の背景と目的
	5)-1 ケモカインの発見
	5)-2 ケモカイン分子
	5)-3 ケモカインレセプター
	5)-4 ケモカインの作用
	5)-5 炎症反応とケモカイン
	5)-6 ホーミングとケモカイン
	5)-7 後天性免疫不全症候群(AIDS)とケモカイン
	5)-8 HIV-1の生活環と抗HIV-1剤の標的
	5)-9 逆転写酵素阻害剤の作用機序
	5)-10 プロテアーゼ阻害剤の作用機序
	5)-11 薬剤体制HIV-1変異株の出現のメカニズム
	5)-12 耐性出現への対応
	5)-13 本研究の目的

	6) 実験方法
	6)-1 ウィルスと細胞
	6)-2 CCR5発現細胞株作成法
	6)-3 LD78β変異体発現ベクター作成法
	6)-4 LD78β変異体蛋白精製法
	6)-5 細胞内カルシウム濃度上昇測定法
	6)-6 抗HIV-1活性測定法
	6)-7 化学遊走能測定法
	6)-8 2D7を用いたLD78β変異体競合結合阻害実験
	6)-9 125I-MIP-1αを用いたLD78β変異体競合結合阻害実験
	6)-10 CCR5細胞内移行(CCR5 down-regulation)解析法

	7) 実験結果
	7)-1 LD78β変異体による細胞内カルシウム濃度上昇誘導活性
	7)-2 抗HIV-1活性
	7)-3 化学遊走誘導能に与える影響
	7)-4 CCR5に対する親和性 

	8) 表及び図
	9) 考察
	10) 結語
	11) 参考文献



